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な現金収入源であったと考えられる。また，明治 16（1883）年に発行された 2万分の 1縮尺の迅
速測図［日本地図センター発行「迅速速図原図復刻版」，図幅名「千葉県上総国望陀郡草川原村外五ヶ村（4
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画像（NTT 空間情報作成）を用いて，1967 年時点の水田区画を単位に，2008 年時点の耕作状況を
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に掘削した部分が 25 カ所存在し，最も長いものは 314m で，それ以外にも 200m 以上あるものが 6
カ所存在し，合計で約 3400m であった。また，丘陵斜面に沿ったトンネル部分が合計で約 1300m
となり，直線上のトンネル部分と合わせると調査範囲の 73% になることがわかった。土地改良区
の資料によると，頭首部分の海抜高度が 117m であったことから，取水から用水の幹線部分の末端
部分までの比高差は 7m であった。未調査部分を含めた用水路の幹線部分の全長が約 6200m と推
定されたことから，用水路の勾配は約 1/900 であったと考えられた。
　1967 年時点の水田の地形立地をみると，川廻し地形に位置するものは全面積の 6.6% しかなく，
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（背景図は 1967 年撮影の空中写真）
